
生きる力を身に付け、自らの未来をひらこうとする新山健児の育成 ～おもいやる子･かんがえる子･きたえる子～【学校教育目標】

校 報 松 風

８月で本校改築事業の第Ⅲ期工事が完了し、もともと
低学年広場と低学年棟があった場所に、緑が映える広場
と玄関前のキャノピー（ひさし）が完成しました。新玄
関は、令和４年９月の普通教室棟完成の際にできていま
したが、ようやく使えるようになりました。

新玄関使用に向けては、児童会本部委員会の企画で、
テープカットが行われました。また、本部委員会では、

・外靴と内靴の履き替え位置
・かさの水滴の処理
・自動ドアの注意
・グラウンドへの行き方

といった、大切なことをまとめた動
画を作成してくれました。

９月１日（月）の朝、２つの方向から登校してきた子
あどもたちは、まるで公園のような玄関前広場（名称 「）

」で出会い、笑顔を交わし合っていました。いさつ広場
特に２コース方面（北保育園の坂道）から登校してくる
子どもが増え、友達と楽しそうに会話しながら登校し、
元気にあいさつをする姿が印象的でした。
校舎に入るまでの通路の歩き方、校舎に入ってからの

行動も、ルールに沿ってきちんとできており、新山小の
子どもたちを頼もしく感じました。

「 」 、 。 、あいさつ広場 には 掲揚塔があります 今度から
毎朝本部委員の子どもたちが交替で校旗を掲揚してくれ
ます。旧校舎では、子どもは行くことができない屋上に
掲揚塔があったため、新山小学校の歴史の中で、初めて
子どもによる校旗掲揚が始まりました。

明日、９月６日(土)は、新山小学校創立５９周年の開校記念日で
す。
前身の鶴舞東小学校が本荘公園のところに開校したのが昭和２２

（1947）年４月１日です。その後、昭和４１（1966）年４月１日に
。 、 （ ）新山小学校が開校しました そして 現在の位置 石脇字山ノ神11

に引っ越して「入校式」を行ったのが９月６日で、その日を開校記
念日としました。
そこから５９年目の今年度「あいさつ広場」が完成しました。記

、 。念すべき６０年目の来年度は ６月に改築事業の全てが完了します
完成した新山小学校の様子を想像すると、わくわくしますね。
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新山健児の活躍

にかほスポ少卓球交流会(R7.8.24)
（写真左）新人の部 １部 ２年 佐々木第２位 ＊＊

（写真中）第１７回秋田県小学生野球交流大会由利本荘にかほ地区予選(R7.6.15)

鳥海山トーナメント 新山岩城スパイラルズ野球スポーツ少年団準優勝

由利本荘市にかほ市 少年団競技別交流大会 【野球】(R7.7.6)令和７年度 スポーツ 兼ナイスカップ予選
（写真中）準優勝 新山岩城スパイラルズ野球スポーツ少年団

第２０回大船渡市・北上市・由利本荘市小学生バレーボール交流大会(R7.7.20)
（写真右）優 勝 本由エアアタックスポーツ少年団

この他に、４年小野＊＊さん、５年工藤＊＊さんの２人が、東京武道館で開催された「第２５

回全日本少年少女空手道選手権大会 （8/21～24）の形競技に、秋田県代表として出場し、それぞ」

れの学年男子の部で健闘したそうです。全国大会への出場、すばらしいですね。

名札着用について
新山小学校では、ハンカチ、ティッシュと共に、名札を毎日全員着用することにして

います。
その名札について、昨今の事情（個人情報保護、不審者対策）から、登下校中の着用

を疑問視する声が挙がっておりました。実は、職員の間でも昨年度から、検討すべき課
題として取り上げておりました。そこで、次のように指導していきたいと思います。

校内では必ず全員名札を着用します。・
・帰りの会の前後（または中で 、名札をランドセルに入れて帰ります。）
・次の日の朝、教室に入ったらランドセルから名札を取り出し、胸につけます。

【メリット】
・登下校中、名札をつけなくてよい。
・名札の忘れ物がなくなる。
・もしも万一事故等に遭ってしまった場合、ランドセルを確かめると名札で身元確認
ができ、すばやく対応できる。

【デメリット】
・低学年など、自分で名札をつけることができない子どもがいる可能性がある。

以上のことから、新山小学校では、子どもたちの様子を見ながら学年部ごとに「名札
」 （ ）。のランドセルでの持ち帰り を実施いたします ３年生以上ではすでに試行しています

保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。


